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三重大学 

【NO49 三重大学】 

 

 

 

 三重大学 工学分野 
 

学部等の教育研究 

組織の名称 

 

工学部（第１年次:400 第３年次:30） 

大学院工学研究科（Ｍ:216 Ｄ:16） 

 

 沿     革 

 

 

 

 

昭和24（1949）年 新制三重大学設置    

昭和44（1969）年 工学部設置    

昭和53（1978）年 大学院工学研究科修士課程設置 

平成７（1995）年 大学院工学研究科博士課程設置 

 

設 置 目 的 等 

   
   
   
   
   
   
 

 

 

 昭和44年、重化学工業の進展等の産業界のすう勢と三重県には工学

部がなく、有為の人材の県外流出が甚だしいとの県下の世論に鑑み、

学術文化の中心とし、人格の育成とあわせ、広く知識を授け、高度の

技術者を養成し、産業の発展に貢献し、国民生活に寄与することを目

的に、工学部が設置された。 

 昭和53年、進学希望者が一貫して大学院までの教育を受けられるよ

うにすることを目的に、工学研究科修士課程が設置された。 

 平成７年、シーズ志向の基礎研究やこれらを基礎とする応用開発な

どの研究機能の強化と、基礎学力と幅広い応用能力を持つ創造性豊か

で、先端技術に対応できる先導的能力を持った技術者、研究者を養成

することを目的に、工学研究科博士課程が設置された。 

 

 強みや特色、        

 社会的な役割        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三重大学においては、工学における専門分野の教育を通して、知的

理解力・倫理的判断力・応用的活用力を備えた人材を育成するととも

に、科学技術の研究を通して、自然の中での人類の共生、福祉の増進、

及び社会の発展に貢献することを目指して教育研究に取り組んでお

り、以下の強みや特色、社会的な役割を有している。 

 

○ 工学研究科・工学部の目的に基づき、深い専門知識と高く設定さ

れた目標を達成する能力をもつ技術者の養成を積極的に推進し、企

業における先端技術開発に携わる、課題抽出力、課題解決力をもつ

技術者はもとより地域社会の抱える諸課題に対応しうる技術者等

の育成の役割を果たす。 

博士課程においては、基礎的研究とともに現在及び将来の多様な

変革に対応できる学際的・独創的分野の開拓を目指した高度な研究
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を通して、幅広い基礎知識と高度の専門知識を蓄え、鋭い先見性と

優れた倫理観を有する、国際的な課題の解決に貢献できる創造力豊

かな研究者と地域におけるプロジェクト推進においてリーダーシ

ップを発揮できる実践的高度技術者を養成する。 

 

○ 初年次教育から専門教育にわたる能動型学習プログラムや、大学

院における地域企業との連携による企業提案科目を含む実践教育

プログラム、半数以上の学生が英語発表を経験する６年一貫国際教

育プログラムなど、特色ある教育を進めてきた実績を生かし、国際

的水準を踏まえた教育改革を目指して不断の改善・充実を図る。ま

た、博士前期課程における国際・コースワーク教育の実績に基づい

て、他研究科、海外を含む他大学との連携も視野に、学部と博士前

期課程、博士前期課程と博士後期課程の一貫性を重視した教育への

展開を図る。 

 

○ 発表論文数世界上位の実績を生かし、センター化した組織の下

で、リチウム空気電池を始めとする次世代型電池開発、半導体表面、

薄膜を機能発現の場とする極限ナノエレクトロニクス研究などの

先端プロジェクト研究を展開するとともに、工学分野における研究

を推進する。 

 

○ 教員一人当たりの受託研究・共同研究の受け入れの高い実績を生

かし、我が国の産業を支える実践的な研究等の取組を一層推進す

る。 

 

○ 県内唯一の工学部として、先端的な科学技術の地元三重県におけ

る拠点としての役割を果たすとともに、地域企業との連携による共

同研究開発を通して地域社会に貢献する。 

 

○ 三重県との連携の下、「美し国おこし・三重さきもり塾」におけ

る防災・減災活動の専門知識と地域コミュニティづくりのノウハウ

をもつ人材の養成、「ものづくり中核人材育成事業」における研究

開発型ものづくりを目指す地域企業の若手・中核人材の養成等、社

会人の学び直しへの取り組みを通して、地域社会の発展に貢献しう

る人材を輩出する。 

 


